




































































































































































































































































































































































































































































































質　 問　 項　 目 第 1因 子 第 2 因 子 第 3 因 子 第 4因 子 因 子 名 寄 与 率
2）自 然 は 大 切 だ ．76 一．00 ．16 ．01
大 切 さ 18．7
13）自 然 は 守 る べ き だ ．76 ．05 ．11 －．07
10）自 然 は 気 持 ち よ い ．66 ．30 －．05 ．02
1）自 然 は 美 し い ，65 ．22 ．03 ．06
5）自 然 は 大 き い ．54 ．14 ．15 ．26
17）自 然 は 遊 び 場 だ －．06 ．72 ．01 ．05
感 動 の 13．012）自 然 は お ど ろ き を 与 え る ．36 ．55 ．23 ．04
19）自 然 は ふ し ぎ だ ，38 ．50 ．15 ．09 場
16）自 然 は 変 化 す る しな い ．14 ．46 ．26 ．03
7）自 然 は こ わ い ．05 ．04 ．80 ．05
脅 威 9．13）自 然 は き び し い ．09 ．09 ．72 ．06
9）自 然 は こ わ れ や す い ．02 ．14 ．55 －．21
20）自 然 は 多 い ．03 ．16 一．08 ．78 豊 か な
7．115）自 然 は ふ え て い る 一．05 －．11 －．04 ．71 自 然
14）自 然 は 好 き だ ．58 ．47 －．05 一．02
j8）自 然 は 役 立 つ ．47 ．46 ．04 －．02
11）自 然 は 感 動 を 与 え る ．52 ．47 ．06 ．00
4 ）自 然 は お も し ろ い ．41 ．50 ．06 ．11
8）自 然 は 力 強 い ．31 ．36 ．34 ．12












































96 （5．2） 524 （28．1） 1110 （59．6
女 1622 2．5 0．59 79 （4．9） 597 （34．1） 946 （54．0）
男 1733 2．6 0．63 135 （7．2） 471 （27．2） 1127 （60．5）
女 1621 2．6 0．60 97 （6．0） 451 （27．8） 1073 （66．2）
男 1729 2．6 0．65 151 （8．1） 442 （23．7） 1136 （61．0）
女 1618 2．3 0．69 218 （13．5） 685 （42．3） 715 （44．2）
男 1720 2．5 0．68 184 （9．9） 552 （29．6） 984 （52．8）
女 1618 2．4 0．67 180 （11．1） 665 （41．1） 773 （47．8）
男 1717 2．1 0．72 359 （19．3） 807 （43．3） 551 （29．6
女 1611 2．5 0．61 96 （6．0） 649 （40．3） 866 （53．8）
男 1722 2．1 0．74 366 （19．6） 742 （39．8） 614 （33．0）
女 1622 2．1 0．69 311 （19．2） 822 （50．7） 489 （30．1）
男 1725 2．3 0．67 199 （10．7） 747 （40．1） 779 （41．8）
女 1622 2．4 0，63 124 （7．6） 675 （41．6） 823 （50．7）
男 1725 2．0 0．78 505 （27．1） 663 （35．6） 556 （29．8）
女 1620 2．0 0．76 444 （27．4） 685 （42．3） 491 （30．3）
男 1717 2．2 0．74 346 （18．6） 719 （38．6） 652 （35．0）
女 1617 2．1 0．73 396 （24．5） 742 （45．9） 479 （29．6）
男 1720 1．6 0．77 953 （51．2） 452 （24．3） 315 （16．9）
女 1620 1．6 0．75 854 （52．7） 503 （31．0） 263 （16．2）
男 1724 2．3 0．81 410 （22．0） 481 （25．8） 833 （44．7）
女 1620 2．1 0．81 433 （26．7） 529 （32．7） 658 （4016）
男 1723 2．2 0．81 430 （23．1） 510 （27．4） 783 （42．0）
女 1621 2．3 0．80 370 （22．8） 475 （29．3） 776 （47．9）
男 1723 2．3 0．77 319 （17．1） 521 （28．0） 883 （47．4）
女 1623 2．0 0．79 514 （31．7） 602 （37．1） 507 （31．2）
男 1729 2．3 0．73 284 （15．2） 653 （35．1） 792 （42．5）－
女 1620 2．0 0．75 430 （26．5） 720 （44．4） 470 （29．0）
男 1720 2．2 0．64 234 （12．6） 959 （51．5） 527 （28．3）
女 1614 2．2 0．63 189 （11．7） 908 （56．3） 517 （320．）
男 1722 2．2 0．79 387 （20．8） 584 （31．3） 751 （40．3）
女 1620 2．2 0．77 361 （22．3） 610 （37．7） 649 （40．1）
男 1728 2．0 0．75 469 （25．2） 763 （41．0） 496 （26．6）
女 1624 2．0 0．74 420 （25．9） 745 （45．9） 459 （28．3）
男 1726 1．9 0．78 599 （32．2） 664 （35．6） 463 （24．9）
女 1617 1．9 0．76 589 （36．4） 661 （40．9） 367 （22．7）
男 1724 2．6 0．59 91 （4．9） 560 （30．1） 1073 （57．6）
女 1617 2．5 0．58 75 （4．6） 610 （37．7） 932 （57．6）
男 1725 2．2 0．74 353 （18．9） 732 （39．3） 640 （34．4）
女 1623 2．5 0．66 156 （9．6） 540 （33．3） 927 （57．1）
男 1726 1．9 0．79 658 （35．3） 621 （33．3） 447 （24．0）
女 1622 1．9 0．77 576 （35．5） 633 （39．0） 413 （25．5）
男 1728 2．3 0．70 249 （13．4） 722 （38．8） 757 （40．6）













































































50 （ 2、7） 439 （23．郎 602 （32．7） 751 （40．8）
女 1726 3．4． 0．80 15 （ 0．9） 316 （18．3） 436 （25．3） 959 （55．6）
男 1842 3．2 0．84 38 （ 2．1） 365 （19．3） 561 （30．5） 878 （47．7）
女 1727 3．4 0．77 16 （ 0．9） 247 （14．3） 462 （26．8） 1002 （58．0）
男 1834 3．2 0．90 386 （21．0） 907 （49．5） 326 （17．8） 215 （11．7）
女 1715 2．3 0．86 243 （14．2） 915 （53．4） 350 （20．4） 207 （12．1）
男 1812 1．8 0．90 837 （46．2） 666 （36月） 174 （ 9．6） 135 （ 7．5）
女 1698 1．9 0．84 594 （35．0） 812 （47．8） 184 （10．8） 108 （ 6．4）
男 1834 2．8 1．05 220 （12．0） 631 （34．4） 371 （20．7） 612 （33．4）
女 1722 2．9 0，96 97 （ 5．6） 564 （32．8） 413 （24．0） 648 （37．8）
男 1651 2．0 0．84 423 （25月） 868 （52．6） 236 （14．3） 124 （ 7．5）
女 1624 2．2 0．81 231 （14．2） 938 （57月 ） 301 （18．5） 154 （ 9．5）
＊：Pく．05　＊＊：Pく．01＊＊＊：Pく．001
衰3－4　もう一度自然学校でやってみたいこと（自由記述）
活 動 内 容
男 子 女 子
人 数　　　 ％ 人 数　　　 ％
1．食 事 づ くり 105　　 16．2 154　　 19．7
2．体 験 的 活 動 164　　　 25．3 223　　　 28．6
3，ス ポ ー ツ 的 活 動 255　　　 39．3 232　　　 29．8
4．創 作 的 活 動 40　　　　 6．2 64　　　　 8．2
5．自 然 の 中 での 出 合 い 13　　　　 2．0 13　　　 1．7
6．テ ン ト生 活 10　　　 1．5 11　　　 1．4
7．規 律 あ る 集 団 生 活 29　　　　 4．5 36　　　　 4．6
8．交 友 的 活 動 10　　　 1．5 25　　　　 2．4
9．そ の 他 23　　　　 3．5 21　　　 2．7
合 計 ・ 649　　 100．0 779　　 100．0
－16一
表3－5　もう一度家でやってみたいこと（自由記述）
活 動 内 容
男 子 女 子
人 数　　　 ％ 人 数　　　 ％
1．食 事 づ くり 139　　　 49．8 186　　　 51．7
2．体 験 的 活 動 38　　 13．6 38　　 10．6
3．スポ ー ツ 的 活 動 37　　 13．3 27　　　　 7．5
4．創 作 的 活 動 26　　 10．0 56　　 15．6
5．自 然 の 中 での 出 合 い 9　　　　 3．2 12　　　　 3．3
6．テン ト生 活 5　　　 1．8 4　　　 1．1
7．規 律 あ る 集 団 生 活 9　　　　 3．2 22　　　　 6．1
8．交 友 的 活 動 4　　　 1．4 6　　　 1．7
9．そ の 他 10　　　 1．7 9　　　　 2．5






























分 類　　 因 子 基 本 的 学 習 学 習 の 仕 方 自 己 ：理解 協　 力 達　 成
N 3577 3579 3547 3557 3563
全 被 験 者 M 3．0 2．7 2．9 3．2 2．9
SD 0．63 0．70 0．80 0．80 0．80
男　 子　 N 1842 1843 1827 1834 1832
M 2．9 2．6 2．8 3．1 2．9
SD 0．65 0．72 0．84 0．85 0．85
女　 子　 N 1728 1729 1713 1716 1724
M 3．1 2．7 3．0 3．3 3．0
SD 0．58 0．66 0．73 0．73 0．74































質　 問　 項 ・ 目 第 1因 子 第 2因 子 因 子 名 寄 与 率




5）思 い 通 りでき た ．68 一．06
7）だれ とで も 気 持 ち よ く活 動 でき た ．67 ．22
11）友 だ ち に 教 えてあ げ た ，64 ．22
6）み ん な と活 動 す る 中 でみ ん なの 心 が わ か った ．63 ．25
12）友 だち の よ さを 見 つ け た ．58 ．35
9）自分 の 役 割 を　 は た した ．56 ．26
3）進 ん で活 動 しよ うとい う気 持 ち に なった ．53 ．37
10）初 め て の 活 動 を した ．49 ．25
4）自然 の よ さや す ば らしさを 感 じた －．08 ．75 自然 理
15．61）約 束 ごとを 守 って 活 動 した ．33 ．61 解 ・快
2）気 持 ち を ひ き しめ て き び き び 活 動 した ．35 ．50 活
8）今 日の 活 動 は 生 きて い くの に 大 切 と感 じた ．31 ．48





























































分 類　　　 因 子 親 和 ・達 成 自 然 理 解 ・
充 実
N 3548 3540
全 被 験 者　 M 3．3 3．2
SD 0．53 0．57
男　 子　 N 1820 1820
M 3．2 3．1
SD 0．56 0．61
女　 子　 N 1721 1713
M 3．4 3．3
SD 0．47 0．51







































自 然 体 験 の 分 類 人 数 1 2 3 4 5 6
自 然 体 験　 少 群 1066 3．0 （0．91） 3．2 （0．86） 2．1 （0．83） 1．6 （0．78） 2．5 （0．99） 2．0 （0．77）
自 然 体 験　 中 群 1192 3．3 （0．82） 3．3 （0．81） 2．2 （0．83） 1．8 （0．81） 2．9 （1．00） 2．1（0．76）
自 然 体 験　 多 群 1073 3．4 （0．74〉 3．5 （0．73） 2．5 （0．95） 2．1 （0．98） 3．1 （0．97） 2．3 （0．90）
少 群 一 中 群 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊
有 意 差　　 中 群 一 多 群 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊




自 然 体 験 の 分 類 人 数 基 本的 態度 学 習の 仕 方 自 己 理 解 努　 力 達　 成
自 然 体 験　 少 群 1067 2．8 （0．65） 2．4 （0．69） 2．7 （0．82） 3．0 （0．83） 2．7 （0．84）
自 然 体 験　 中 群 1192 3．0 （0．60） 2．7 （0．62） 3．0 （0．74） 3．2 （0．77） 3．0 （0．76）
自 然 体 験　 多 群 1073 3．2 （0．60） 3．0 （0．69） 3．0 （0．80） 3．3 （0．77） 3．2 （0．76）
少 群 一 中 群 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊
＊＊＊
＊＊＊ ＊＊＊
有 意 差　　　 中 群 一 多 群 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊＊
少 群 一 多 群 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊
（）内の数字は標準偏差　　＊：Pく．05　＊＊：Pく．01＊＊＊：Pく．001
表3－12　過去の自然体験の相違と自然学校の楽しさ得点の関係
自 然 体 験 の 分 類 人 数 親 和 ・
達 成
自然 理 解 ・
快 活
自 然 体 験　 少 群 1051 3．1 （0．58） 3．0 （0．60）
自 然 体 験　 中 群 1182 3．3 （0．49） 3．2 （0．53）
自 然 体 験　 多 群 1070 3．4 （0．49） 3．3 （0．56）
少 群 一 中 群 ＊＊＊ ＊＊＊
有 意 差　　　 中 群 一 多 群 ＊＊＊ ＊＊＊
少 群 一 多 群 ＊＊＊ ＊＊＊
（）内の数字は標準偏差　　＊：Pく．05　＊＊：Pく．01＊＊＊：Pく．001
表3－13　過去の自然体験の相違と自然観の関係
自然 体 験 の 分 類 人 数 大 切 さ 感 動 の 場 脅　 威 豊 か な 自 然
自然 体 験　 少 群 1080 4．5（0．57） 3．9 （0．72） 3．6（0．88） 2．9 （1．18）
自 然 体 験　 中 群 1200 4．7（0．44） 4．1（0．65） 3．7（0．86） 2．8 （1．22）
自然 体 験　 多 群 1076 4．8（0．36） 4．4（0．58） 3．8（0．96） 2．8（1．29）
少 群 一 中 群 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊
有 意 差　　 中 群 一 多 群 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊









自 然 体 験 の 分 類 性 人 数 1 2 3 4 5 6
自 然 体 験 少 群
自 然 体 験 中 群
自然 体 験 多 群








差 ＊＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊＊
男 3．1（0．84） 3．2（0．85） 2．7（1．03） 2．0（0．76）
女 631
601
3．4（0．77） 3．4（0．75） 2．3（0．80） 1．9（0．79） 3．0（0．95） 2．2（0．74）
差 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊
男 3．3（0．77） 3．3（0．77） 2．4（0．97） 2．0（1．01） 3．1（1．02） 2．2（0．93）
女 475 3．5（0．70） 3．5（0．66） 2．5（0．92） 2．1（0．93） 3．2（0．91） 2．4（0．87〉
差 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊ ＊ ＊＊
（）内の数字は標準偏差　＊：Pく．05　＊＊：Pく．01＊＊＊：Pく．001
表3－15　過去の自然体験の相違における自然学校で培われた能力の性差
自 然 体 験 の 分 類 性 人 数 基 本的 態度 学習 の仕 方 自 己理 解 努　 力 達　 成
自 然 体 験 少 群
自 然 体 験 中 群
自然 体 験 多 群
男 562 2．7（0．66） 2．3（0．68） 2．6（0．88） 2．9（0．84） 2．6（0．85）
女 512
559
2．9（0．61） 2．5（0．69） 2．8（0．74） 3．2（0．79） 2．8（0．81）
差 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊
男 2．8（0．62） 2．6（0．66） 2．8（0．78） 3．1（0．83） 2．9（0．82）
女 631
601
3．1（0．55） 2．7（0．59） 3．0（0．69） 3．3（0．70） 3．1（0．69）
差 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊
男 3．1（0．62） 2．9（0．72） 3．0（0．83） 3．2（0．83） 3．1（0．82）
女 475 3．3（0．54） 3．0（0．63） 3．1（0．74） 3．5（0．76） 3．2（0．68）
差 ＊＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊＊
（）内の数字は標準偏差　＊：Pく．05　＊＊：Pく．01＊＊＊：Pく．001
表3－16　過去の自然体験の相違における楽しさ体験の性差
自 然 体 験 の 分 類 性 人 数 親 和 ・達 成 自然理 解
自 然 体 験 少 群
自 然 体 験 中 群
自 然 体 験 多 群
















自然 体 験 の 分 類 ． 性 人 数 基本 的態度 学習 の仕 方 自 己理 解 努　 力
自然 体 験 少 群
自然 体 験 中 群
自然 体 験 多 群












































































































































































































項　　 目　　　 内　　 容 回答数
①適 応力 、挑戦する構え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 119
野 外活動 や集 団生活へ の適応 力、柔軟 な対応 力 51
忍耐力 ・粘り強さ、課題 や困難 に自ら挑 戦する能 力、構 え 38
活 動意欲 ・積極 性 17
達 しさ、返 しく生きる能力 13
②適切 な思考 ・判 断力、行動力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 103
適 切に考え、工 夫し、行動する能 力 47
筋 道を立 てて考え、判 断・決断 する能 力 35
先 のことを考 え見通 しなが ら、計画 的に行動 する能 力 21
③ 協演 性、思 いやり・気配 り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 89
協 調性、協 力性を発揮できる 57
他 者へ の思 いやり・気 配りの能 力 、優しさ、自他 の良 さを認 め 15
14
合 う肯定 的な感 情 1構 え
新 しい人 間関係づくり能 力、相互 理解を深め合 う能 力
リーダー シップを発揮 できる 3
④ 創造 力・課題解 決 力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 65
創意 ・工夫と創造 力 （よりよい方法 を考 え出 す能力 ） 39
自ら課 題 ・問題 を解決 する能 力、調べ ・実験 する能 力 22
自ら課 題 ・目標 を、新しい方 法を発 見す る能 力 4
⑥ 自己管 理能 力、基本 的生活 習慣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 65
自 己管 理能 か 構え （健康 管理 、整理整 頓、規 則的生 活） 35
自律性 、自ら規 律を守 り、時間を有効に使 う能 力 17
基本的 生活習慣 の確立 13
⑥ 自主性 ・自立性 、自己責任性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 62
自主的 ・主体 的に行動 し、生活する能力 31
自らの役 割 ・責任 を自覚 して行 動できる能力 16
自立性 ・自立心 、自活 力 11
自分の考 えや思いを明確 に言葉 で表 現 し、伝 え合う能 力 4
（款対 自然知議 ・感 性 ・技能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 37
自然に関する知識 、畏敬の 念 （人 間の生 き方を学ぶ能 力） 19
豊 かな感性 （自然の素 晴らしさ、手 作りの良 さ、等） 13
自然における野 外活動 や集団 生活での知 恵や 技能 12
































































































































項　　　 目　　　 内　　　 容 回 答数
① 協調 性、気 配り・思い やり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 31
協 調性 （協力す る、コミュニケーションの とれる） 16
心 豊か な・気配 り、思 いや り 11
新 しい人間 関係が つくれ る 3
リーダーシップ 1
（診意欲 ・建しさ、好奇 心 、忍耐 力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 25
意欲 的に取 り組 む （や る気 、積極 性 、嬉 しさ）行 動力 ・実践 力 14
好奇 心 （興 味 ・関心、向上心 ） 6
最 後 までや り遂 げる（根気 強い、忍 耐 力）、適 応 力 5
③創意 工 夫、状 況判断 力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20
創意 工夫 （創造 力、応 用力 、考える、工夫 する） 11
状況 に対する適切な判 断力 4
問題 解決能 力 3
責任 感 2
④ 独立 心 、自主性 ・自律 性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 15
独 立心 、自立 心、豊かな個性 6
自主性 、自律 性 、自発性 5
健 康 、素直さ 4
⑤ 対 自然感覚 ・感 性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 14
豊 かな感性 （自然を愛する、感動す る、畏敬 の念 ） 14
⑥ 社会 的規範 ・遵徳 性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8
































































































































































































































































































































項　　　 目　　　 内　　　 容 回 答 数
① 子 ど もの 未 熟 ・未 発 達 、不 適 応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 46
自 己 中 心 的 な 子 どもが 多 い （道 具 の 奪 い 合 い ） 8
話 の 聞 け ない 子 ども が 多 い （話 が 通 じな い 、先 回 りす る ） 8
社 会 性 ・礼 儀 の な さ（言 葉 遣 い 、す ぐ切 れ る 、後 片 付 け で きな い ） 6
集 団 活 動 、共 同 生 活 に な じめ な い 児 童 5
体 力 不 足 、集 中 力 の 低 下 5
チ ャレ ンジ 精 神 の な さ（や る 気 の な い 子 ）、 4
協 調 性 が ない 、リー ダ ー 不 足 4
個 人 差 が 大 き い （体 力 差 、で き る子 と でき な い 子 の 格 差 ） 3
自然 体 嶺 の 不 足 3
② 指 導 力 不 足 、不 適 切 な 連 携 ・配 置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 22
教 員 の 知 識 ・技 能 の 不 足 ・未 熟 、体 験 的 な 学 習 が 指 導 で きな い 6
教 員 の 不 適 切 な 連 携 ・配 置 （目 的 意 識 ・計 画 理 解 が 不 十 分 ） 6
子 ど もとの 信 頼 関 係 が 築 き にくい （指 導 が しに くい ） 6
説 明 不 足 ・不 徹 底 （うま く説 明 で きな い 、指 導 準 備 の 不 足 ） 4
③ 自然 条 件 ・施 設 条 件 との 不 適 合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7
Pニ準 備 不 足 （プ ロ グ ラム の 時 間 配 分 、ゆ とり不 足 ） 4
天 候 （雨 の 日 ）、時 期 （花 の あ る 、な し） 3
④ 子 ど もの 条 件 へ の 対 応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4
子 ど もの 健 康 （ア トピ ー 等 、体 調 維 持 ） 3

















































































性 別 N　　 ％ 年 齢 N　　 ％
男 性 281　 49．6 20歳 代 35　　 6．2
女 性 283　 49．9 30歳 代 144　 25．4






自 然 学 校 引 率 回 数 N　　 ％
1回 87　 15．3．
2回 80　 14．1 教 職 経 験 年 数 ‘ N　　 ％
3回 100　 17，6 1～ 5年 28　　 4、9
4回 78　 13．8 6～ 10年 　 58　 10．2
5～ 6回 85　 15．0 11～ 15年 79 ．13．9
フ～ 8回 52　　 9．2 16～ 20年 82　 14．5
9～ 10回 39　　 6．9 21～ 25年 111 19．6
11～ 12回 21　 3．7 26～ 30年 78　 13．8
13～ 14回 11　 1．9 3rl′－35年 38　　 6．7
15回 以 上 8　 1．4 36～ 40年 8　 1．4
無 答 6　 1．1
】
無 答 85　 15．0














質　 問　 項　 目 F l F 2 F3 F 4 〆
30 子 ど も の 安 全 ・保 健 面 に お け る 判 断 力 ．72 ．17 ．09 ＿09 ．65
11 子 ど も へ の 安 全 指 導 の 能 力 ．64 ．11 ．0 1 ．21 ．52
34 計 画 ど お り に 進 ま な か っ た 際 の 判 断 力　 ＿ ．63 ．16 ．24 ．06 ．55
6 危 機 的 状 況 に 対 す る 対 応 を 予 見 しな が ら プ ロ グ ラ ム を 推 進 す る 能 力　 ‾ ．62 ．lO －．07 ．04 ．46
27 子 ど も に 生 活 習 慣 、社 会 的 ル ー ル を 指 導 す る 能 力 ．61 ．19 ．26 ．04 ．58
32 事 故 等 へ の 応 急 処 置 に 関 す る 知 識 ．61 ．23
「 07
．17 ，58
28 プ ロ グ ラ ム の 企 画 段 階 で 状 況 の 変 化 を 予 見 す る 能 力 ．59 ．32 ．21 一．01 ．58
23 子 ど も の 心 を ケ ア す る 能 力 ．58 ．14 ．27 ．11 ．52
19 参 加 す る 子 と も た ち の 相 互 人 間 関 係 づ くりを 支 援 す る 能 力 ．58 ．18 ．13 ．14 ．59
15 子 ど も が 危 険 な 場 面 、事 故 等 に 遭 遇 し た 場 合 の 対 応 能 力 ．56 ．12 －．06 ．09 ．24
37　 目 標 達 成 の た め の 連 絡 調 整 能 力 ．55 ．21 ．40 －．05 ．66
31 参 加 す る 子 ど も た ち を ま と め る 能 力 ．55 ．26 ．19 ．18 ．63
16 子 ど も へ の 指 導 に 関 す る 知 識 ．54 ．31 ．17 ．11 ．46
．33 自 然 体 験 活 動 プ ロ グ ラ ム の 企 画 ・運 営 に 対 す る 教 員 間 の 共 通 理 解 ．51 ．11 ．23 ．13 ．60
29 子 ど も の 自 然 体 験 活 動 に 対 す る 意 義 と 価 値 の 理 解 ．51 ．31 ．30 ．05 ．65
38 一 般 社 会 人 と し て の マ ナ ー と 常 轟 を も つ こ と ．49 ．07 ．47 ．12 ．49
35 子 ど も た ち を 自 主 的 に 行 動 で き る よ う に 促 す 能 力 ．47 ．15 ．33 ．00 ．57
4 人 権 に 配 慮 し 、言 葉 遣 い が 正 輝 で 丁 寧 で あ る こ と ．45 ．13 ．29 ．05 ．64
柑 教 員 自 ら が 健 康 管 理 が で き る こ と ．44 ．15 ．27 ．30 ．甲
5 子 ど も の 指 導 へ の 意 欲 ・主 体 性 ．38 ．16 ．17 ．23 1．73
3 活 動 に 協 力 し て も ら う 人 々 と の 対 人 関 係 づ く り能 力 －34 ．16 ＿30 、10 ．38
12 動 植 物 、森 林 等 の 自 然 に 関 す る 知 識 ，14 ．81 ．15 ．01 ，62
21 子 ど も に 野 外 活 動 を 指 導 す る 能 力 ．24 ．78 ．07 ．17 ．67
20 野 外 活 軌 こ関 す る 知 識 ．27 ．75 ．08 」 2 ．63
13 子 ど も の 自 然 観 察 ・自 然 理 解 を 指 導 す る 技 術 ．14 ．78 ．19 ．06 ．55
2 教 員 自 身 に 自 然 観 察 や 野 外 活 動 等 の 経 験 が あ る こ と ．06 ．65 ．13 ．13 ．39
9 子 ど も に レ ク リ エ ー シ ョン や ゲ ー ム 等 を 指 導 す る 技 術 ．02 ．62 一．03 ．25 ，55
24 自 然 体 験 活 動 を 実 施 す る 場 （海 ・山 ）の 知 識 ．39 ．60 ．17 ．02 ，63
22 自 然 体 験 活 動 プ ロ グ ラ ム を 企 画 ・開 発 す る 能 力 ．27 ．59 ．16 ．06 ，79
8 自 然 環 境 の 保 全 と 活 用 に 関 す る 知 識 ．29 ．58 ，12 ．12 ．48
28 自 然 の 中 か ら 情 報 を 読 み 取 る 能 力 ．41 ．56 ．25 －．02 ．48
17 教 員 自 ら の 野 外 活 動 、応 急 処 置 に 関 す る 基 礎 的 な 技 術 ．42 ．44 ，09 ．15 ．51
25 社 会 教 育 の 目 的 ・意 義 の 認 識 ．40　 ‾ ．42 ．33 －．01 ．53
1 自 然 体 験 活 動 へ の 情 熱 ．12 ．35 ．30 ．14 ．48
36 自 然 体 験 を 教 員 自 ら が 楽 し め る 感 覚 、構 え ．16 ．28
干
．20 ．51
39 自 然 に 関 す る 興 味 ・関 心 を も つ こ と ．23 ．48 ．07 ．69
10 教 員 自 身 が 元 気 で あ る こ と ．16 ．10 ．10
笥
．46
7 教 員 自 身 に 体 力 が あ る こ と ．19 ．18 ．04 ．65
14 教 員 の 性 格 が 明 る い こ と ．14 ．29 ．29 ．46





























因 子名 項 目数 人 数 因子 合計 得 点 下 位 尺度 得 点
Mean（SD） Mean（SD）
プログラムの 企画 運営 ・指導 力 19 533 82、8（18．32） 4．4（．44）
自然体 験 活動の 知識 ・技 術 12 543 46：．2（6．95） 3．9（．58）
自然体 験へ の関 心 ・意 欲 2 558 8．2（1．43） 4．1（．71）


























































質 ・問　 項　 目 F l F2 F3 F4 F 5 F6 F7 〆
5 子 ど も の 指 導 へ の 意 欲 ・主 体 性 ．82 ．10 ．15 一．12 ．12 ．02 ．04 ．73
31 参 加 す る 子 ど も た ち を ま と め る 能 力 ．71 ．24 ．04 ．15 ．13 ．12 ．04 ．63
27 子 ど も に 生 活 習 慣 、社 会 的 ル ー ル を 指 導 す る 能 力 ．70 、14 ．06 ．14 ．20 ．09 一．06 ．58
37 目 標 達 成 の た め の 連 絡 調 整 能 力 ．61 〕31 ．18 ．28 ．12 ．18 ．19 ．66
33 自 然 体 験 活 動 プ ロ グ ラ ム の 企 画 ・道 営 に 対 す る 教 員 間 の 共 通 理 解 ．56 ．42 ．07 ．27 ，14 ．13 ．04 ．60
16 子 ど も へ の 指 導 に 関 す る 知 鞍 ．52 ．23 ．29 ．06 ．17 ．0【！ ．14 ．46
34 計 画 ど お り に 進 ま な か っ た 際 の 判 断 力 ．50 、41 ．08 ．17 ．16 ．05 ．25 ．55
29 子 ど も の 自 然 体 験 活 動 に 対 す る 意 義 と価 値 の 理 解 ．45 ．33 ．21 ．36 一．09 ．37 一．13 ．65
25 社 会 教 育 の 目 的 ・意 義 の 認 識 ．43 ．22 ．34 ．31 ．29 一．04 一．03 ．53
35 子 ど も た ち を 自 主 的 に 行 動 で き る よ う に 促 す 能 力 ．42 ．37 ．21 ．22 ．36 ．0 1 －．21 ．57
32 事 故 等 へ の 応 急 処 置 に 関 す る 知 抜 ．11 ．70 ： ．22 ．05 ．11 ．08 －．18 ．58
17 教 員 自 ら の 野 外 活 動 、応 急 処 置 に 関 す る 基 礎 的 な 技 術 ．07 ．64 ： ．24 ．07 ．14 ．03 ．10 ．51
30 子 ど も の 安 全 ・保 健 面 に お け る 判 断 力 ．38 ．63 ： ，06 ．21 ．12 ．22 一．04 ．65
38 一 般 社 会 人 と し て の マ ナ ー と 常 識 を も つ こ と ．35 ．56 ： ．04 ．05 ，04 ．15 ．16 ．49
18 教 員 自 ら が 健 康 管 理 が で き る こ と ．08 ．56 ： ．28 ．10 」 6 ．0 1 ．32 ．53
11 子 ど も へ の 安 全 指 導 の 能 力 ．32 ，55 ： ．05 －．06 ．20 ．13 ，22 ．52
23 子 ど も の 心 を ケ ア す る 能 力 ．17 ．53
．42
．20 ．21 ．27 ．25 一．02 ．52
15 子 ど も が 危 険 な 場 面 、事 故 等 に 遭 遇 し た 場 合 の 対 応 能 力 ．13 ： ．02 ．07 ．13 ．14 ．06 ．24
12 動 植 物 、森 林 等 の 自 然 に 関 す る 知 識 ．15 ．04 ．73 ： ．07 ．‾．01 ．18 ．17 ．62
24 自 然 体 験 活 動 を 実 施 す る 場 （海 ・山 ）の ＿知 識 ．19 ．45 ，60 ： ．02 ．04 ．13 ．08 ．63
13 子 ど も の 自 然 観 察 ・自 然 理 解 を 指 導 す る 銀 碗 ．32 ．13 ，58 ．27 －．04 ．12 ，09 ．55
8 自 然 環 境 の 保 全 と 活 用 に 関 す る 知 識 一．01 ．25 ．56 ： ．07 ．10 ．07 ．28 ．48
20 野 外 活 軌 こ関 す る 知 識 ．33 ．28 ．50 ； ．35 ．21 ．20 ．03 ．63
28 自 然 の 中 か ら 情 報 を 読 み 取 る 能 力 ．07 ．26 ．42 ： ．25 ．19 ．34 －．15 ．48
2 教 員 自 身 に 自 然 観 察 や 野 外 活 動 等 の 経 験 が あ る こ と 一、00 －．03 ．42 ．35 ．06 ．22 ．20 ．39
22 自 然 体 験 活 動 プ ロ グ ラ ム を 企 画 ・開 発 す る 能 力 ．22 ．23 ．26
二
： ．02 ．20 ．07－ ．79
21 子 ど も に 野 外 活 動 を 指 導 す る 能 力 ，44 ．16 ．34 」 3 ．13 ．14 ．67
9 子 ど も に レ ク リエ ー シ ョン や ゲ ー ム 等 を 指 導 す る 技 術 ．42 －，02 ．20 ．13 ．04 ．36 ．55
4 人 権 に 配 慮 し 、言 葉 遣 い が 正 確 で 丁 皐 で あ る こ と ．26 ．15 ．27 ．02 ，69 ： ．00 ．02 ．64
6 危 機 的 状 況 に 対 す る 対 応 を 予 見 しな が らプ ロ グ ラ ム を 推 進 す る 能 力 ．19 ： ・29 一．08 ．01 ．53 ： ．04 ．23 ．46
3 活 動 に 協 力 して も ら う 人 々 と の 対 人 関 係 づ くり 能 力 ．06 ．28 ．01 ．07 ，51 ．18 ．07 ．38
14 教 員 の 性 格 が 明 る い 土 と ，37 一．09 ，05 ．24 ニ44 ．15 ．20 ．46
柑 参 加 す る 子 ど も た ち の 相 互 人 間 関 係 づ くりを 支 援 す る 能 力 ．42 ．37 一．08 ．25 ．43 ．17 ． ．06 ．59
26 プ ロ グ ラ ム の 企 画 段 階 で 状 況 の 変 化 を 予 見 す る 能 力 ．27 ．27 ，＝ ．39 ．42 ．30 ．00 ．58
3g　 自 然 に 関 す る 興 味 ・関 心 を も つ こ と ．21 ．25 ．26 一．05 ．02 ．70 ．14 ．69
1 自 然 体 験 活 動 へ の 情 熱 ．09 ．05 ．24 ，15 ．20 ．59 一．06 ．48
36 自 然 体 験 を 教 員 自 ら が 楽 し め る 感 覚 、構 え ．05 ，28 ．04 ．24 ．11 ．57 ．17 ．51
7 教 員 自 身 に 体 力 が あ る こ と ．04 ．08 ．41－ ．13 ．09 ．00 ．87 ．65




























































































質　 問　 項　 目
小 学 校 教 員
Mean（SD） N
青 少 年 教 育 指 導 者
Mean（SD） N　　　 t値
2，教 員 自身 に 自然 観 察 や 野 外 活 動 等 の 経 験 が ある こと 3．9（．90） 558 4．3（．88） 141　　 4．7＊＊＊
39．教 員 自身 が 自然 に関 す る興 味 ・関 心 をもつ こと 4．1（．81） 559 4．5（．63） 140　　　 4．6＊＊＊
36．自然 体 験 を教 員 自 らが 楽 しめ る感 覚 、構 え 4．1（．81） 559 4．砿 75） 138　　　 3．9＊＊＊
1．自然 体 験 活動 へ の 情 熱 4．2（．81） 559 4．5（．77） 140 3．6＊＊＊
25．社 会教 育 の 目 的 ・意 義 の 認 識 3．6（．88） 558 3．9（．95） 141　　 3．6＊＊＊
14．教 員 の 性 格 が 明 るい こと 4．0（．88）558 4．3（．82） 141　　 3．4＊＊＊
17．教 員 自らの 野 外 活 動 、応 急 処 置 に関 す る基 礎 的 な技 術 4．2（．67） 558 4．4（．73） 140 3．4＊＊＊
20．野 外 活 動 に 関 す る知 識 3．8（．77） 560 4．0（．75） 140　　　 3．0＊＊
28．自然 の 中か ら情 報 を読 み 取 る能 力 3．8（．80） 558 4．0（．76） 140　　 3．0＊＊
8．自然 環 境 の 保 全 と活 用 に 関 す る知 識 3．9（．77） 558 4．1（．82） 140 2．8＊＊
24．自然体 験 活 動 を実 施 す る場 （海 ・山 ）の 知 識 3．9（．78） 557 4．1（．81） 139 2．8＊＊
13号 どもの 自然 観 察 ・自然 理 解 を指 導 す る技 術 3．8（．77） 556 4．0（．82） 141 2．5＊
3．活 動 に協 力 してもらう人 々 との 対 人 関 係 づ くり能 力 4．3（．75） 558 4．4（．80） 142 2．3＊
29子 どもの 自 然 体 験 活 動 に 対 す る意 義 と価 値 の理 解 4，0（．77） 556 4．皇（．87） 140　　 2．3＊
38．一 般 社 会 人 としての マ ナー と常識 をもつ こと 4．4（．70） 560 4．5し68） 141　　 2．3＊
12＿動 植 物 、森 林 等 の 自然 に 関 す る知 識 3．7（．83） 557 3．9（．82） 141　　 2．2＊
5号 どもの 指 導 へ の 意 欲 ・主 体 性 4．5（．63） 557 4．7（．71） 141　　 2．1＊
21了 どもに野 外 活 動 を指 導 す る能 力 3．8（．79） 559 3．9（．85） 141　 1．5
32．事 故 等 へ の 応 急 処 置 に 関 する知 識 4．4（．70） 557 4．5（．64） 138 1．1
11子 どもへ の 安 全 指 導 の 能 力 4．5（．64） 557 4．5（．70） 140　　 1．0
15．子 どもが 危 険 な場 面 、事 故 等 に遭 遇 した 場 合 の 対 応 能 力 4．7（．55） 559 4．8（．46） 141 ．9
19＿参 加 する 子 どもたちの 相 互 人 間 関 係 づ くりを支 援 す る能 力 4．4（．70） 560 4．5（．65） 141 ．8
22．自然 体 験 活 動 プ ログラム を企 画 ・開 発 す る能 力 4．0（．80） 560 4．0（．93） 141　　 ．6
31．参 加 す る子 どもたちをま とめ る能 力 4．3し71） 560 4．3（．81） 141　 ． ．6
16＿子 どもへ の 指 導 に 関 す る知 識 4．2（．73） 555 4．2（．84） 140 ．5
9号 どもにレクリエー ション やゲ ー ム 等 を指 導 す る技 術 3．7（．86） 558 3．7（．97） 141　　 ．4
18．教 員 自らが 健 康 管 理 が できること 4．3し74） 557 4．3（．79） 141 ．3
23．子 どもの 心 をケア する能 力 4．4（．68） 560 4．4（．69） 141 ．3
27子 どもに生 活 習 慣 、社 会 的 ル ー ル を指 導 す る能 力 4．3し72） 559 4．3（．91） 140　　　 －．1
30．子 どもの 安 全 ・保 健 面 に おけ る判 断 力 4．4（，66） 560 4．4（．73） 141 一．1
6．危 機 的 状 況 に対 す る対 応 を予 見 しなが らプログラム を推 進 す る能 力 4．6（．58） 557 午6（・74） 142　　 －・5
26プ ログ ラム の 企 画 段 階 で状 況 の 変 化 を予 見 す る能 力 4．2（．73） 557 4．1し79） 140　　　 －．7
37．目標 達 成 の た め の 連 絡 調 整 能 力 4．2（．74） 559 4．1（．95） 140　　 －．8
4，人 権 に 配 慮 し、言 葉 遣 い が 正 確 で 丁寧 であ ること 4．1（．83） 558 4．軋 97） 142 一，9
34，計 画 どお りに進 まな か った 際 の 判 断 力 4．4（．67） 559 4．3（．82） 139　　 －1．2
35．子 どもた ちを 自主 的 に行 動 できる ように促 す 能 力 4．4（．66） 559 4．3（．79） 140　　 －1．3
33．自然 体 験 活 動 プ ログラム の 企 画 ・運 営 に対 す る教 員間 の 共通 理 解 4．6（．63） 557 4．5し75） 141 －1．4
10．教 員 自身 が 元 気 で あること 4．軋 68） 558 4．4（．77） 141　 －1．5














自然体験活動の 目的・意義の理解 と集団指 導力 4．2（．49）545　　 4．3（β1）135
＊＊＊
＊＊‾＊
安全管理 ・指導 4．4（．45）549　　 4．5（．45）137
自然体験活動 に関する知識 3．軋 62）548　　 4．0（．61）136
野 外活動のための企画 ・指導技 術 3．8（．67）557　　 3．9（．78）141
プログラムを推進するため の状況予測 力と対人関係能 力 4．3（．48）551　 4．3（．54）139
自然 体験活動へ の関 心 ・意 欲 4．1（月4）557　　 4．4（．55）133


































指　 導 N ％
1．指 示 429 25．8
2．賞 賛 17 1二0
3．提 示 17 1．0
4．説 明 670 40．3
5．質 問 6 ．4
6．自 主 的 活 動 67 4．0
7．禁 止 （注 意 ） 254 15．3
8．そ の 他 201 12．2
表5－9　自然学校での「自分のためになっ
た」に関する子どもの記述内容
子 ど も の 反 応 N ％
1．で き た 261 16．4
2．わ か っ た ．1091 68．5
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－58－
料　3
子どもの自然体験活動の指導に関するアンケート調査
（社会教育施設用）
子どもの自然体験活動の指導に関するアンケート調査（社会教育施設用）
′ノJrノノ′ノノ′′ノJr′ノノノ′′ノ′ノ′Jr′ノノ′′ノ′′Jr′′ノノノノノノノJ′Jrノノ′ノ′ノノノJrJrノ′ノ′ノノ′ノJrJr′′ノ′ノノ′ノ′4′ノ′ノノ′′ノ′′Jrノノ′ノノ′′ノJrJr′ノ′′ノ′′ノJrJrノ′′′′′ノノ′′ノノ′′′′ノノJrJrノノ′ノ′ノノノJrJrノ′ノノ′ノ′ノJrJrノ′′′′′ノノJr′ノ
；窯蓋≡≡窯買豊吉ム悪霊禁・讐霊票票悪霊讐孟羞忘？＼l書芸霊宝宗雷雲悪霊完謡芸雲芸㌫雲芸嵩孟宗孟認諾禁霊識
′
一
享研究を進めております。
高曇嘉子蓋蓋≡羞蓋買窯芦睾…憲崇芸芸芸芸慧慧慧ざいます0趣旨をご翻上’何卒ご享
′
′
′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（兵庫教育大学学校教育研究センター〕Z
′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′
′′Jr′′ノノ′ノ′′′Jrノ′ノノ′′ノ′′Jrノノ′ノ′′ノ′′Jrノ′ノノノノ′ノJr′′ノノ′ノノ′′′′′ノ′ノ′′ノ′－′′′ノノ′′ノ′JrJr′ノ′ノノ′ノノJrJr′ノ′′′′′′JrJr′′′′ノ′ノノ′Jr′ノノ′ノノ′′－Jrノ′′ノ′′ノ′′Jr′′′ノノノノノJr′ノ′ノノ′′′′Jr′′′′ノ′ノ′′Jrノ．
質問1
まず最初に、あなたご自身のことについておたずねします。当てはまる番号に○を1つ付けていただいたり、（　）には　数字を記入
して下さい。
1）性　別
2）年　齢
3）社会教育施設での直接指導年数
4）教職経験年数
???
??））???【??? 2．女性】
2．30歳代　3．40歳代　4．50歳代　5．60歳代】
質問2
あなたは社会教育施設で自然体験活動（5泊6日の自然学校を除く）や野外活動等の指導をされていますが、その指導を通して、あなた
はどのような子どもに育てたいとお考えですか。また、その指導を通して、子どもにどのような能力（知識、技術を含む）をつけさせたい
とお考えですか。下欄にこl自由にお書き下さい。
・どのような子どもに育てたいか：
・どのような能力をつけさせたいか：
質問3
上記の質問2でお書きいただいたような子どもに育てるために、あなたが指導上で配慮されている点・工夫されている点を、下欄にご自
由にお書き下さい。
質問4
あなたが社会教育施設で自然体験活動（5泊6日の自然学校を除く）や野外活動等を、子どもに指導し始められた頃に、あなたの指導場
面で「困ったこと」「うれしかったこと」としてどのようなことがありましたか。
ありましたら、そのときの具体的な状況とあわせて、そのことを下欄にご自由にお書き下さい。
・困ったこと：
・うれしかったこと：
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おわりに
本研究：「子どもの自然体験活動の指導に求められる学校教員の資質能力形成に関する研究」
は、平成14年度兵庫教育大学プロジェクト研究として、本兵庫教育大学学校教育研究センター
が中心となって平成13年度教育改善推進経費（学長裁量経費）研究として取り組んだ「自然体
験活動において学校教育教員に求められる指導資質能力に関する研究」を発展させたものです。
本研究の推進にあたっては、兵庫県内の各社会教育施設青少年指導員の方々、「自然学校」
引率指導教諭の方々には、ご多用の折に、質問紙調査などにご協力をいただきました。それら
多くのご支援・ご協力に対しまして、ここに心より厚く御礼申し上げます。
なお、次年度、本研究の成果をさらに発展させるべく、新たな研究計画を準備し、取り組み
はじめております。今後とも、さらなるご支援・ご協力を賜りますようにお願いいたします。
上西一郎
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